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１人１台端末を活用した授業観のアップデート 

GIGA スクール構想３年目の今年度は、１人１台端末の日常化を目指す「普及期」として、各校でさま

ざまな ICT 活用の取り組みが進められました。来年度は、１人１台端末の溶け込みを目指す「浸透期」に

入ります。この浸透期では、子どもたちがデジタルを意識せずに活用し、自ら学んでいける授業の実現が

求められます。そのためには全教師が授業観をアップデートしなければなりません。 

授業観をアップデートするために、茨城大学 小林准教授に

よる研修動画を活用した校内研修会を各校で実施しました。

研修会はさまざまな形式で行われ、来年度の授業づくりに向

けて有意義なものとなりました。 

なお、この研修動画は令和５年８月まで視聴可能ですので、

四日市市立の学校においては、引き続きご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

特別支援教育指導者養成講座 

２月２１日に特別支援教育指導者養成講座第７期生の修了式が行われました。平成２６年にスタートし

た特別支援教育指導者養成講座は、第８期までで約１３０人が受講しており、受講者の中には、地域特別

支援教育コーディネーターや通級指導教室の担当を担っている人もいます。 

また、各学校で、校内の特別支援教育コーディネーターなど、

特別支援教育の中心となって活躍している人もいます。この研

修は、２年間にわたり行われ、１年目は講義２年目は選択型の

実地研修となっています。なお、令和５年度は、第９期生を募

集しており、すでに申込期限は過ぎていますが、追加で若干名

受け付けることができます。興味のある方は、２月９日付学校

掲示板の、募集要項をご確認ください。 

 

 

 

 

教育支援課マスコットキャラクター 
しえん君 

四日市市教育委員会 教育支援課 
四日市市諏訪町 （四日市市総合会館６階） 

ホームページ http://www.yokkaichi.ed.jp/e-center/
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第４１５集 研修・研究グループ   研修員   森本 康太、長田 淳 

音声文字化アプリによって実現される学びの可能性 

― 道具と学習の関係性を通して ― 

第４１６集 四日市市登校サポートセンター 
     指導員  野中 純子、前田 怜子、上野 藤子、芦澤 洋美 

校内ふれあい教室での支援についての一考察 

― 学習を通じての自己効力感に焦点をあてて ― 

 

音声文字化アプリの特

性は、話した言葉をリア

ルタイムに文字化できる

ことです。これは、現在

まで用いられてきた道具

には見られません。視覚

支援による内容の理解だ

けでなく、多様な学びに

つながる可能性がありま

す。今後はその有効性に

ついて検証したいです。 

令和４年度、教育支援課で取り組んできた研究を報

告します。それぞれの研究にあたり、御協力いただき

ました学校及び関係教職員の皆様、関係機関に心より

お礼申し上げます。この研究の成果が、今後の実践に

広く活用されることを願います。 

 教育における新しい道具の ICT の一例として、音声文字化アプリによって
実現される学びの可能性について提案しました。 
 本研究では関連する語の概念の変遷をたどり、道具を「授業のなかで用い
られ、教育内容そのものではなく、教育方法として学習状況を具体化するも
の」と定義しました。そして、現在までに用いられてきた多様な道具と学習
状況を整理し、新しい道具が生まれ社会で成熟し教育の場で利用されるとい
う関係が一般的であることを明らかにしました。この関係性から、音声文字
化アプリが道具として活用できる段階にあることが分かりました。 
 次に、音声文字化アプリによる聞く・話す・書く活動に関連した３つの学
習状況を想定し、小学校国語科「話すこと」を中心に実践しました。事前と
事後に行った「話す力の自己評価アンケート」では全ての項目で肯定的回答
の割合が上昇しました。事後に行った「音声文字化アプリの活用に関するア
ンケート」では全ての項目で肯定的回答の割合が高い数値を示しました。 
 アンケート結果や子どもの姿から、音声文字化アプリを活用することで、
全ての子どもが意欲的に学習し、文字を媒介として過去の自分や友達と対話
し、言葉にこだわって深く考えるといった学びにつながる可能性が見られま
した。子どもたちの資質・能力を育成していくために、授業の在り方を根本
的に見直し、新しい道具の可能性を探り、効果的な学習過程を考えて実践し
ていくことが求められています。 

 校内ふれあい教室（登校はできるが教室に入りづらいという生徒を対象

に、学校内の専用の教室と専任の教員を置く教室）を利用する生徒に対する

支援において、生徒が専任の教員とともに、学習に対する具体的な計画の立

案・実行・振り返りを通した学習活動を行い、教員が自律性支援的に関わる

ことで、生徒の自己効力感につながるかを検証しました。 

 本研究では、自己効力感を「自律性支援の認知」「学業的効力感」「社会

的効力感」「教科の学習内容に対する興味」として、調査し分析を行いまし

た。また、専任の教員からの聞き取りやアンケート、生徒の記述による振り

返りから、生徒の学習の様子や過ごし方に変化があるかを調査しました。 

 生徒の調査では、自律性支援の認知は、事前の調査の結果から、教師の自

律性支援を認知している生徒が多く、事後の調査では、大きな変化は見られ

ませんでした。学業的効力感、社会的効力感、教科の学習内容に対する興味

については、大きな変化は見られないものの、約半数の生徒の得点が上昇し

ました。 

 自律性支援的な関わりが、生徒の学業的効力感や社会的効力感につながっ

たと考えます。また、ワークシートという一つのツールを使用し、学習支援

を行ったことは、生徒に学習への自信と今後の見通しをもたせ、対話を通じ

て教員と共有する時間を確保することにつながったと考えます。 

執筆者からの一言 

執筆者からの一言 

 学業不振という「失敗

経験によって学業に対す

る自己効力感を低く認知

した状態」を改善する方

法として，学業的な自己

効力感に着目しました。

ワークシートというツー

ルを用い学習し，教師の

自律性支援を通して，学

習への自信と今後の見通

しにつながったと考えま

す。 
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各研究の詳しい内容は、教育支援課までお問い合わせください。 

また、四日市市立教育センター・視聴覚センターのホームページで閲覧・ダウン

ロードをしていただけます。（下記をご参照ください） 

 

 

 

研究報告を活用しよう！ 

上述の「研究報告」の詳細は、四日市市立教育センター・視聴覚センターのホームページ（「文書等ダ

ウンロード」のページ）でご覧いただけます。また、今夏の教職員研修講座で研究報告を行います。ご参

照いただき、日々の実践にご活用願います！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の研究報告だけではな

く、過去の研究報告も閲覧・

ダウンロードできるよ！ 

令和５年度夏季教職員研修講座に注目！研究報告を行います！ 

日 時 ・ 場 所 研 修 講 座 内 容 

令和５年 7 月 27 日（木） 

9:00 ～ 12:00 

（総合会館７階 第１研修室） 

不登校対策研修会（担当者研修会）にて 

研究発表  「校内ふれあい教室での支援についての一考察 

―学習を通じての自己効力感に焦点をあてて―」 

令和４年度 登校サポートセンター 指導員 野中 純子 

令和５年 8 月２１日（月） 

9:00 ～ 12:00 

（総合会館 8 階 視聴覚室） 

授業改善研修にて 

講演「音声文字化アプリを活用した授業プラン 

 ―「深い学び」の実現にむけて―」 

       姫路大学教育学部 教授・学部長 長谷 浩也 

研究発表 「音声文字化アプリによって実現される学びの可能性 

 ―道具と学習の関係性を通して―」 

               令和４年度 教育支援課 研修員 森本 康太 

 


